
当院におけるかかりつけ医機能について

当1鼎よ 発生頻度の高い疾患についての診療を行い、日常的な診療において、患者様の生活背景を把握し、適切な診

療・保健指導を行しヽ 必要な場合にIよ 地域の医師・医療機関と協力して解決策を提供します。この他、患者さんが適

切な医謗轟鶴郭叫到沢ができるように、当院の有する 助功 りヽつ団彗鮮麹 |=関する体制を以下のように報告します。
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1.かかりつけ医機能に関する研修の修了者および総合診療専門医について

研修の修了者の有無/人数             無     有  ○ 有の場合 → 2.0名

総合診療専門医の有無/人数

2.一次診療の対応について

(1)一次診療の対応ができる領域

(2)一次診療を行うことができる発生頻度が高い疾患

有の場合 ⇒

該当無し

皮膚・形成外科領域 神経・脳血管領域 精神科・神経科領域

眼領域 耳鼻咽喉領域 呼吸器領域

消化器系領域 肝・胆道・膵臓領域 循環器系領域 ○

腎・泌尿器系領域 産科領域 婦人科領域

乳腺領域 内分泌・代謝・栄養領域   ○ 血液・免疫系領域

筋・骨格系及び外傷領域 小児領域

該当無し
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3.医療に関する患者からの相談への対応について
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